
学校番号 305 

令和二年度 国語科 

 

教科 国語 科目 
現代文Ｂ 

（芸能文化科） 

単位

数 
３単位 年次 ３年次 

使用教科書 「高等学校改訂版現代文Ｂ」（第一学習社）（第３学年では第二章を扱う） 

副教材等 

「新訂総合国語便覧」（第一学習社） 

「現代文読解問題 基礎編」（駿台文庫） 

「新版チャレンジ常用漢字」（第一学習社） 

「大学入試に出た 核心漢字 2500＋語彙 1000」（尚文出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

３年次の「現代文Ｂ」では２年次に引き続き、言葉を通して現実を見つめることで、主体的に

考え、伝え合う力を養うことを主眼としています。これからの社会で生き抜くために、近現代

における自己と社会の関係やさまざまな問題を認識し、その解決に必要な読解力・思考力を身

につけ、自分の言葉で課題解決を表現できるよう努めましょう。また、適切な語彙と適切な表

現を養うことで、他者を受け止め、対応できる力を身につけましょう。受身ではなく、自ら学

ぶ姿勢を持って授業に参加することを心がけてください。 

 

２ 学習の到達目標 

・論理的な文章について、論理の展開、要旨を理解することができる。 

・文学的な文章について、人物、背景、情景、心情を的確に捉えることができる。 

・授業を通じて、語彙力を豊かにし、様々な表現上の特徴を知り、読解力を身につけ、自己の

考えを表現できる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲 

・態度 

b:話す・聞く能

力 
c:書く能力 d:読む能力  e：知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で伝え合う

力を進んで高め

るとともに、言

語文化に対する

関心を深め、国

語を尊重してそ

の向上を図ろう

とする。 

目的や場に応じ

て 効 果 的 に 話

し、的確に聞き

取ったり、話し

合ったりして、

自分の考えをま

とめ、深めてい

る。 

相手や目的、意

図に応じた適切

な表現により文

章を書き、自分

の考えをまと

め、深めている。 

文章を的確に読

み取ったり、目

的に応じて幅広

く読んだりし

て、自分の考え

を深め、発展さ

せている。 

伝統的な言語

文化及び言葉

の特徴やきま

り、漢字などに

ついて理解し、

知識を身につ

けている。 

評
価
方
法 

・行動の観察 

・記述の確認 

（ワークシート

等） 

・行動の観察 

・発表時のあり

方の評価 

・記述のための

分析 

・記述の確認 

（ワークシート

等） 

・行動の観察 

・記述の確認 

（ワークシート

等） 

 

・行動の観察 

・記述の確認 

（ノート、ワー

クシート等） 

・定期考査 

・小テスト 



上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

４ 学習の活動 

 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c ｄ ｅ 

前
期 

４ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

５ 
 

 
 

 
 

 
 

６ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

７ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

８ 
 

 
 

 
 

 
 

 

９ 

６ 

小
説
の
内
容
の
理
解Ⅰ

 

 

・「舞姫」（森鷗外） 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

○ 

a:近代初頭の擬古文になじむ。 

b:人物・時代・場面（情景）・心情 

などを捉え、現在との相違を理解

している。 

c･d:人物・情景・心情など、展開の過

程での変化を理解する。 

e：近代初期の日本社会のエリートの

あり方とその心情を理解してい

る。 

a：行動の観察 

b：行動の観察と 

  分析 

 

c・d：行動の分析 

   記述の確認 

e：記述の点検 

  小テスト 

定期考査 

評
論
の
内
容
の
理
解Ⅰ

 

 

・「『である』ことと『する』こと」

（丸山真男） 

 

 

 

 

○ 

  

 

 

 

○ 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

○ 

 

a:語句や表現に注意して文脈を捉え、

筆者の考えなどを間違いなく、過不

足なく読み取ろうとしている。 

c･d: 語句や表現に注意して文脈を捉

え、筆者の考えなどを間違いな

く、過不足なく読み取っている。 

e：読むことに必要な文章の組み立て、

語句の意味、語句の用法、表記の

仕方について理解している。 

a：行動の観察 

 

c・d：行動の分析 

   記述の確認 

 

 

 

e：記述の点検 

  小テスト 

定期考査 

評
論
・
小
説
の
内
容
の
理
解Ⅱ

 

 

・「『グローバル化』の中の異

文化理解」（住原則也） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

  

 

 

 

○ 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

○ 

 

a:語句や表現に注意して文脈を捉え、

筆者の考えなどを間違いなく、過不

足なく読み取ろうとしている。 

c･d: 語句や表現に注意して文脈を捉

え、筆者の考えなどを間違いな

く、過不足なく読み取っている。 

e：読むことに必要な文章の組み立て、

語句の意味、語句の用法、表記の仕

方について理解している。 

a：行動の観察 

 

 

c・d：行動の分析 

   記述の確認 

 

 

e：記述の点検 

  小テスト 

定期考査 

・「バグダッドの靴磨き」（米原

万里） 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

◎ 

 

 

○ 

a: 書き手の意図や人物、情景、心情

の描写などを的確にとらえ、表現を味

わおうとしている。 

c･d: 登場人物の行動について心理を

読み取り、表現しようとしてい

る。 

e：現代の作家とその作品世界につい

て、理解している。 

a：行動の観察 

c・d：行動の分析 

    記述の確認 

 

e：記述の点検 

  小テスト 

定期考査 



後
期
１
０ 

 
 

 

１
１ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

１
２ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１ 

評
論
の
内
容
の
理
解Ⅲ

 

・「リスク社会とは何か」（大澤

真幸） 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

  

 

 

 

○ 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

○ 

 

a:評論を読むことで、ものの見方や考

え方を広げようとしている。 

ｃ･d: 文章の組み立てに注意しなが

ら筆者の思考の筋道を読み取

っている。 

 e：段落相互の働きについて理解を深

めている。 

ａ：行動の観察 

 

 

ｃ・ｄ：行動の分析 

記述の確認 

ｅ：記述の点検 

  小テスト 

定期考査 

評
論
の
内
容
の
理
解Ⅳ

 

・ Ⅴ
 

 

・「未来世代への責任」（岩

井克人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

  

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

○ 

 

a:視野を広げ、思考を深めながら文章

を読もうとしている。 

ｃ･d:用語や文体・修辞などに注意し

ながら文章を読んでいる。 

e：文章の組み立てを読解する方法を

身につけている。 

ａ：行動の観察 

 

ｃ・ｄ：行動の分析 

    記述の確認 

ｅ：記述の点検 

  小テスト 

定期考査 

 

・「現代日本の開化」（夏目

漱石） 

 

 

 

 

○ 

  

 

 

 

○ 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

○ 

 

a:結論の導き方に注意しながら文章

を読もうとしている。 

ｃ･d:個々の段落の働きを確かめなが

ら文章を読んでいる。  

ｅ:具体例・説明・補足・反証などの

文章構成について理解を深めてい

る。 

ａ：行動の観察 

 

ｃ・ｄ：行動の分析 

    記述の確認 

 

ｅ：記述の点検 

  小テスト 

定期考査 

 

※ 表中の観点について  

a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力   c:書く能力  d:読む能力   e：知識・理解 

 

 ※ 評価の観点のうち「関心・意欲・態度」と「知識・理解」については、すべての単元に位置付

けて○印を、また、その単元で主として扱う国語の領域（「話すこと・聞くこと」「書くこと」

「読むこと」）に関わる観点には◎を付している。 

 

 


